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おしえて『文化財』
ぶん　 か　 ざいひがしまつやま

キッズ集合！
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通信

キャラクター紹介
市内の小・中学生に配布され
た学習漫画『漫画でわかる 梶
田隆章先生とニュートリノ』の
キャラクターたちです。

歩（弟）梨花（姉）ニュートリノ三兄弟
東松山市生まれ。東京
大学宇宙線研究所教
授。1998年にニュー
トリノ振動の発見を発
表。2015年にノーベル
物理学賞を受賞。

梶田隆章先生

電ちゃん ミューやん タウっち

2015(平成27)年10月、東松山市出身の梶田隆章先生がノーベル
物理学賞を受賞しました。受賞理由は、ニュートリノの質量の存在を示
すニュートリノ振動の発見をした功績からでした。受賞記念講演で「こ
の発見は、標準理論を超えた新しい物理学を開くものです。研究が進
めば、宇宙に存在する物質の起源など、自然の根本の理解につなが
るでしょう」と語られているように、まさに自然科学分野における革命
的な研究成果でした。
　また、市では「未来を担う子どもたちに、もっと科学に興味を持って
もらいたい」という想いをカタチにするため、梶田先生からの寄附金
を原資として「ノーベル物理学賞受賞梶田隆章基金」を創設し、世界
に羽ばたく人材の育成に力を入れています。

梶田先生と振り返る思い出の一コマ

2016(平成28)年に『漫画でわかる梶田隆章先生と
ニュートリノ』を発刊したんだよ。

Vol.40 2015(平成27)年

東松山市出身の梶
かじ

田
た

隆
たか

章
あき

先生
ノーベル物理学賞を受賞

毎年、市内中学2年生を対象に、
科学への興味・関心が高まるように

「夢 with Science」という講演会を行っているんだよ。
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地域支援課 花いっぱい推進室☎21-1435 22-7799

　今回は旗立台自治会で活動している「フラワーサークル」
の皆さんにお話を伺いました。昨年5月から開始したサー
クルで、現在10人で活動をしています。
　花苗は市が配布したも
のと地域の皆さんから株
分けしていただいたり
募ったりしたもので、花壇
の整備をしています。メン
バーの皆さんは「平日は通
学時間に活動して声がけ
をしながら作業しています。活動をしていると近所の方々
にありがとうと言っていただくことも多く、うれしいです。

活動は、各自無理のない範
囲で参加しています。コ
ミュニティが広がり、楽し
く活動をしています」と
語ってくれました。皆さん
とても仲が良く、良いコ
ミュニケーションの場で

あり、癒やされる空間でした。皆さんもぜひお立ち寄りい
ただき、すてきな花壇をご覧ください。

コミュニティガーデン（地域の花壇）

古墳全景と石室入口 石室の内部と石組み

自治会館の周りと大東文化大学緑山キャンパス付近にある自治会花壇

旗立台自治会「フラワーサークル」の皆さん

市制施行70周年を記念して「東松山市の歴史　続巻」を6月30日（日）に刊行しました。
市

https://www.city.higashimatsuyama.lg.jp/site/70th-anniversary/36521.html



